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「
味
の
老
舗
」

東
京
藝
術
大
学
が
あ
る
上
野
は
、

歴
史
や
伝
統
と
新
し
い
文
化
が
交
差
す
る
ス
ポ
ッ
ト
し
て
、
観
光
に
訪
れ
る
人
も
多
い
。

藝
大
の
す
ぐ
近
く
に
も
、
由
緒
正
し
い
社
寺
や
老
舗
、
意
外
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
秘
め
た
穴
場
が
目
白
押
し
だ
。

大
学
か
ら
少
し
だ
け
足
を
延
ば
し
て
、
小
さ
な
旅
に
出
て
み
よ
う
。

第 2回

上
野
精
養
軒

う
え
の
せ
い
よ
う
け
ん

創
業
：
一
八
七
二
年

住
所
：
台
東
区
上
野
公
園
四
ー
五
八

℡
：
〇
三–

三
八
二
一–

二
一
八
一

「
カ
フ
ェ
ラ
ン 

ラ
ン
ド
ー
レ
」
で
食
べ

る
こ
と
が
で
き
る
写
真
の
ハ
ヤ
シ
ラ
イ

ス
は
、
一
三
六
〇
円
。

屋
上
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
は
二
〇
一
〇
年
は

九
月
十
二
日
ま
で
営
業
。

東京国立博物館

恩賜上野動物園（東園）

恩賜上野動物園（西園）
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明
治
か
ら
大
正
、
昭
和
の
初
期
に
か
け
て
、
上
野
か

ら
谷
中
の
あ
た
り
は
、
多
く
の
文
人
墨
客
が
集
い
そ
の

居
を
構
え
た
。
上
野
公
園
の
敷
地
内
や
周
辺
の
料
亭
や

レ
ス
ト
ラ
ン
は
、
芸
術
家
た
ち
の
美
食
の
欲
求
に
応
え

る
よ
う
に
、
自
慢
の
味
を
競
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
ひ
と
つ
が
、
不
忍
池
を
見
下
ろ
す
高
台
に
建
つ

「
上
野
精
養
軒
」
で
あ
る
。
も
と
も
と
築
地
で
開
業
し

て
い
た
「
精
養
軒
ホ
テ
ル
」
の
支
店
と
し
て
、
明
治
九

（
一
八
七
六
）年
に
開
業
。
大
正
十
二（
一
九
二
三
）年
の

関
東
大
震
災
で
築
地
本
店
が
焼
失
し
た
た
め
、
上
野
が

本
店
と
な
っ
た
。
精
養
軒
が
力
を
入
れ
た
の
は
、
な
ん

と
言
っ
て
も
、日
本
な
ら
で
は
の
「
洋
食
」
で
あ
っ
た
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
遊
学
経
験
を
持
つ
東
京
美
術
学
校
、

東
京
音
楽
学
校
の
教
官
た
ち
も
満
足
さ
せ
た
こ
と
で
あ

ろ
う
。
本
格
的
な
フ
ラ
ン
ス
料
理
を
提
供
す
る
「
グ
リ

ル
フ
ク
シ
マ
」、
ハ
ヤ
シ
ラ
イ
ス
が
自
慢
の
「
カ
フ
ェ

ラ
ン 

ラ
ン
ド
ー
レ
」
や
、
屋
上
テ
ラ
ス
で
夏
の
あ
い

だ
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
も
営
業
し
て
い
る
。

不
忍
池
の
周
囲
に
三
つ
の
店
舗
を
構
え
る「
伊
豆
栄
」

は
、
備
長
炭
で
焼
い
た
ふ
っ
く
ら
と
し
た
鰻
で
広
く
知

ら
れ
て
い
る
。
江
戸
時
代
に
創
業
さ
れ
、
錦
絵
や
浮
世

絵
に
も
描
か
れ
た
由
緒
あ
る
老
舗
だ
が
、
明
治
時
代
に

入
る
と
、
今
度
は
小
説
や
随
筆
な
ど
に
書
か
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
緑
濃
い
上
野
公
園
内
に
た
た
ず
む
梅
川
亭

は
、
池
之
端
の
本
店
、
不
忍
亭
と
は
ま
た
違
っ
た
趣
で
、

落
ち
着
い
た
雰
囲
気
の
な
か
、「
う
な
と
ろ
重
」
を
は
じ

め
と
す
る
名
物
料
理
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
。

二
つ
の
店
の
ほ
ど
近
く
あ
る
「
韻
松
亭
」
も
、
創
業

明
治
八（
一
八
七
五
）年
の
歴
史
を
誇
る
。
寛
永
寺
の
鐘

楼
「
時
の
鐘
」
に
隣
接
し
、
韻
松
亭
の
屋
号
は
東
京
国

立
博
物
館
の
初
代
館
長
で
あ
る
町
田
久
成
が
名
づ
け
親

だ
と
い
う
。一
時
は
日
本
画
家
・
横
山
大
観
が
オ
ー
ナ
ー

を
務
め
た
こ
と
も
あ
る
と
い
う
和
風
建
築
は
、
改
装
の

手
が
加
わ
っ
て
い
る
も
の
の
、
歴
史
と
風
情
を
感
じ
さ

せ
て
く
れ
る
。
甘
味
処
も
あ
り
、
ふ
ら
り
と
立
ち
寄
る

こ
と
が
で
き
る
雰
囲
気
だ
。

伊
豆
栄
梅
川
亭

い
ず
え
い 

う
め
か
わ
て
い

創
業
：
享
保
年
間
（
一
七
一
六
～

一
七
三
五
）。

梅
川
亭
は
一
九
八
九
年
開
業
。

住
所
：
台
東
区
上
野
公
園
四
ー
三
四

℡
：
〇
三–

五
六
八
五–

二
〇
一
一

う
な
重
に
刺
身
、
と
ろ
ろ
、
き
も
吸
、

香
の
物
が
付
い
た
写
真
の
「
う
な
と

ろ
重
」
は
二
八
三
五
円
。「
う
な
重
」

（
き
も
吸
、
香
の
物
付
）
は
「
梅
」
が

二
八
三
五
円
。

韻
松
亭

い
ん
し
ょ
う
て
い

創
業
：
一
八
七
五
年

住
所
：
台
東
区
上
野
公
園
四
ー
五
九

℡
：
〇
三–

三
八
二
一–

八
一
二
六

豆
腐
料
理
を
中
心
と
し
た
写
真
の
「
花

籠
本
膳
」
は
三
五
〇
〇
円
（
昼
食
メ

ニ
ュ
ー
）。
夜
会
席
は
六
三
〇
〇
円

か
ら
。
甘
味
処
の
「
あ
ん
み
つ
」
は

六
五
〇
円
。


